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注， 本形式のポイラは D52 のものを使用した

( )内の数値は D521-D 52142 のポイラを使用した場合を示す

1 リソダ直径×行程 250 x 660 mm 88.83 t 

f史用圧 16.0 kg/cm' 
機関車童話i (五li転整備) 軽 |

88.83 t 

火絡子関積 3.85 m' 

住 専}トI :軽引l.t I 
78.20 t 

全伝熱而償 244.5 π" 78.20 t 

過熱伝熱面積 77.4 m' 48.23 t 

全蒸発伝熱函償 167.1 m' 
機関車動輪上重量 (逆転撃術)

44.59 t 

煙管蒸発伝熱面積 147.4 πγ 炭水車重量 " 56.34 t 

火室 " 17.5 灯. ' " (空 事) 21.86 t 

アーチ管 " 2.2 m' 71<.タンク容lJt 22 η" 

ポイフ水容量 9.87 m' 燃料駁l!X:L1 10 t 

大煙管{直径X長×数) 140 X 5000 x 35 弁装置の極類 | ワル γ ャー ト 式

小煙管( " 57X5口 00X94 製造初年 I 11百和 23 年

しろメタル

換算 同数

品1 1ド 14 . 5

笠 jli 10.0 

本形式のポイラ内水位は内火室最高部上 180m m である

のほかに Pb-Sbーある As 系 ， Pb -Cα Ba-Nα Li 系等の合金が

突用化されて来ている。わが国において使用されている標準工

業規路の化学成分は第 1 表のとおりで， 第 H重から第 9till まで

主として Pb-Sb-Sη 系合金第 6-8 種が周 L、られ，蒸気機l主l専

用ビッグエ ンドメタノレ ・ 卸J輪受金 ・ 電車モータ ー サスペン Y ヨ

γ受金 ・ モ ー タ ー受金等には，主として Sn-Sb-Cu 系合金第

2-4 種が用いられている。 Pb 系白 メタノレの金属組織は， Snｭ

Sb 化合物(立方品)が析出し， Sn 系白メタ ノレの金属組織は，

9 極類の合金がある。また ASTM および DIN の規絡は，第 2

表， 第 3 表に示すとおりである。車両用としては， Sn 系合金

第 1-4 極は高 1聞 なため， 圧力および衝撃の多い箇所に使用 さ

れるが， Pb 系合金は，第 6-9 種が安価なため，ジャ ーナノレ !凶l

受として大量に用いられている。 Pb 系の SAE 規絡の合金で

Pb-Sb-Sn-As 系合金はそれぞれ内燃機関m軸受として主とし

て米国において広く使用されている。わが国の鉄道車両では電

車 ・ 客車 ・ 貨車 ・ 蒸気機関車テ γ ダ等の軌箱用自メタノレに，

Sn-Sb 化合物のほかにCu. - S n5化合物が析出 している。そのた

め従来 Sn- Sb 品が硬く，地の組織が柔らかいため， l自の il現滑は

地で行われ， Sn-Sb 化合物によって軌をささえているとい う 見

解が行われていたが，その後の研究により，地そのものの強度・

ijqí性および潤滑性に問題があり ， 含有する Sn-Sb ， Cu. Sn5 化

合物は， むしろ鋳込の際には重力偏析を起し， 溶融金属の酸化

第 1 表 日本工業規格 自 メタノレ成分表 JIS H 5401 (1952) を促進し， 製品の硬度の不均一化

極別 | 記号 I~ 化
SηSb 

由第メlタ極ル
W.J.1 

第 2 極 羽T.J . 2 83-87 I 8-10 

第 3 極 日T.J.3 78-82 11-13 

第 4 極 W.J.4 68-72 11-13 

第 5 随 W.J.5 68-72 

第 6 甑 W.J.6 11-46 11-13 

第 7 極 羽T.J.7 11-13 13-15 

第 8 極 W.J.8 6- 8 16-18 

第 9 極 W.J.9 5-7 9-11 

品一 成 分 (%) 

u I Pb I Zn I 不 純 物
用 途 例

3-5 Pb は 0.5 以下 Fe ，
Zn, Al お よび As 高速 ・ 高荷重軸受用

5-7 は計 0.15 以下

3-5 4 以下 Fe ， はZn ，計AOl およひ 高速・中荷量軸受用
As It 1ft 0.15 以下

3-5 13-15 

1-3 27-29 は計 0.15 以下 Sb .
Pb は計 0.15 以下

1-3 40-42 

1 以下 71-75 Fe. Zn , Al お よび

l 以下 74-78 

82-86 
CよU ，びFAe，sZhAl お

は計 1 以 中速 ・ 小荷貫納受用
下

一一- 82 1 一一一

を生じ，また摩擦性能も ， この化

合物の存否によって， 良否が判然

するほどの差異は認められない。

そこで潤滑の見地からは大して有

意義な化合物とは考えられなくな

った。つぎに Pb は他に多少の添

加元素を加えることにより時効硬

化を起させるこ とができる。たと

えば Sb ， Sn , As , St ， およびアノレ

カリ土金属類 Cα， Bα， Nα， Li , 

S，' 等の添加に よ り地の硬度はか

なり高まり ， プリヰノレ硬皮数で‘ Pb

が 15- 18 程度から 35 付近まで上

昇させること がで きる。 この間の




